
私
の
人
生
　 

滋
賀
県
　
海
老
名
庄
六
　 

住
所
　
滋
賀
県
蒲
生
郡
武
佐
村
大
字
友
定
二
百
六
十
番
地
。
大

正
十
四
年
七
月
二
十
五
日
同
住
所
に
て
生
ま
れ
る
。

昭
和
七
年
四
月
一
日
　
村
立
武
佐
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
す

る
。

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
日
　
六
年
生
卒
業
、

昭
和
十
三
年
四
月
一
日
　
武
佐
高
等
小
学
校
に
入
学
。

昭
和
十
五
年
三
月
二
十
日
　
武
佐
高
等
小
学
校
卒
業
、
同
年
四

月
武
佐
青
年
学
校
に
入
学
、
そ
の
間
農
業
に
従
事
す
る
。

家
族
は
父
、
母
、
姉
二
人
、
小
生
と
の
五
人
家
族
で
す
。
徴

兵
検
査
は
繰
上
げ
に
て
昭
和
十
九
年
五
月
八
幡
小
学
校
に
お
い

て
受
検
す
る
。
当
時
十
九
歳
で
あ
る
。
甲
種
合
格
と
な
っ
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
に
召
集
令
状
の
通
知
を
受
け
る
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
日
に
大
阪
歩
兵
第
八
連
隊
補
充
隊

に
入
隊
し
た
。
同
時
に
軍
服
、
帽
子
、
長
靴
の
支
給
、
次
に
銃

は
北
支
一
九
式
の
短
銃
で
あ
り
、

弾
は
三
八
歩
式
弾
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
銃
と
弾
が
違
っ
た
。
剣
は
短
剣
で
鞘
は
竹
で
あ
っ
た
。

飯
盒
は
竹
籠
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
五
日
夜
補
充
隊
を
出
発
、

大
阪
よ
り
九
州
博
多
駅
到
着
。
博
多
港
よ
り
朝
鮮
釜
山
に
上
陸

し
た
後
、
汽
車
に
て
平
壌
―
新
義
州
―
藩
陽
―
北
京
―
天
津
―

済
南
―
徐
州
。
済
南
よ
り
徐
州
の
そ
の
間
に
襲
撃
に
て
鉄
道
破

壊
を
受
け
て
少
年
兵
一
同
下
車
し
て
攻
撃
に
当
た
っ
た
が
銃
と

弾
と
が
違
い
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
指
揮
者
の
班
長
さ
ん
は
拳

銃
に
よ
っ
て
攻
撃
し
た
。
一
時
待
機
、
復
旧
後
出
発
、
次
は
開

封
―
帰
徳
に
到
着
。
帰
徳
よ
り
自
動
車
に
て
河
南
省
の
洛
陽
に

到
着
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
三
十
日
騎
兵
第
二
十
五
連
隊
北
支
派
遣

軍
騎
兵
五
三
五
二
部
隊
第
一
中
隊
に
入
隊
す
る
。

同
時
騎
兵
銃
、

軍
力
、
サ
ー
ベ
ル
剣
、
拳
銃
を
支
給
さ
れ
た
。

翌
日
は
二
名
に
一
頭
の
馬
を
与
え
ら
れ
交
互
に
乗
り
、
一
名

は
轡
を
持
っ
て
歩
き
乗
馬
の
訓
練
を
す
る
。
三
日
目
よ
り
一
人

に
一
頭
の
馬
が
与
え
ら
れ
て
、
毎
日
毎
日
乗
馬
訓
練
と
襲
撃
訓

練
を
行
う
。
ま
た
、
片
手
軍
刀
術
練
習
、
乗
馬
に
て
片
手
で
人

形
を
刺
す
訓
練
ば
か
り
で
あ
る
。
週
に
一
回
は
馬
屋
当
番
が
当



た
る
。
十
数
頭
の
馬
の
尻
か
え
を
す
る
水
と
餌
与
す
る
水
は
、

き
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
大
変
で
あ
っ
た
。
月
に
三
回
な

い
し
四
回
は
麦
乾
を
徴
発
に
支
那
人
を
連
れ
て
行
く
。

昭
和
二
十
年
二
月
末
に
第
一
期
の
検
閲
が
終
わ
っ
て
か
ら
重

慶
作
戦
に
参
加
の
途
中
、
三
月
中
旬
ご
ろ
少
年
兵
数
名
は
、
鉄

道
警
備
隊
と
し
て
開
封
に
戻
り
、
開
封
駅
か
ら
帰
徳
駅
ま
で
毎

日
二
回
の
警
備
を
行
う
。
時
々
Ｐ50

戦
闘
機
が
機
関
車
を
襲
撃

す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
た
め
狙
わ
れ
な
い
た
め
機
関
車
の
防

壁
を
支
那
人
を
使
い
壁
土
に
て
六
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
土
塀
を

作
り
、
空
襲
時
に
は
機
関
車
を
土
塀
に
格
納
す
る
こ
と
が
幾
度

か
あ
り
ま
し
た
。
五
月
中
旬
ご
ろ
我
々
は
沖
縄
要
員
か
も
わ
か

ら
な
い
が
、
移
転
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
鉄
道
隊
を
出

発
し
た
。

と
こ
ろ
が
沖
縄
に
は
行
け
な
い
た
め
、
満
州
で
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
六
月
に
満
州
関
東
軍
第
一
一
七
師
団
工
兵
隊
の
第
二
中
隊

に
転
属
し
ま
し
た
。
満
州
国
龍
江
省
■
南
で
あ
る
。
そ
の
後
工

兵
の
訓
練
に
取
り
組
み
船
で
櫓
を
漕
ぐ
訓
練
あ
る
い
は
穴
掘
り

訓
練
の
毎
日
で
あ
り
、
二
カ
月
ほ
ど
繰
り
返
し
で
あ
り
ま
し
た
。

八
月
八
日
夜
、
ソ
連
軍
が
侵
入
す
る
か
ら
、
戦
車
が
落
ち
る

よ
う
に
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
戦
車
壕
を
掘
る
よ
う
に
命
令
が
あ
り
、

夜
通
し
に
て
壕
掘
り
し
ま
し
た
。
十
日
に
は
身
の
回
り
の
持
ち

物
、
毛
布
や
食
料
を
準
備
し
て
持
て
る
だ
け
持
っ
て
、
兵
舎
に

火
を
つ
け
た
の
で
、
退
却
の
運
び
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
六
日

間
は
歩
き
続
け
た
。

八
月
十
五
日
、
途
中
の
駅
で
終
戦
を
聞
き
ま
し
た
。
日
本
は

ま
だ
負
け
て
お
ら
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
荷
車
に
弾
薬
の
積
み

込
み
を
手
伝
い
、
ま
た
歩
き
続
け
ま
し
た
。
到
着
の
所
は
興
安

南
省
公
主
陵
で
あ
っ
た
。
公
主
陵
で
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。
ソ

連
軍
に
よ
り
、
八
月
二
十
三
日
に
武
装
解
除
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
整
備
を
し
な
が
ら
豚
や
鶏
を
捕
り
、
食
料
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
カ
月
が
た
ち
、
い
よ
い
よ
部
隊
の
集
結
が
行
わ

れ
、
汽
車
に
乗
る
準
備
を
し
た
。
発
車
す
る
に
も
石
炭
は
な
く
、

枕
木
を
掻
っ
払
い
十
字
鍬
に
て
割
り
、
そ
れ
を
焚
き
な
が
ら
走

る
。
ま
た
、
途
中
で
は
給
水
を
し
た
り
、
ま
た
走
る
の
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
約
一
カ
月
が
か
り
で
黒
龍
江
に
着
い
た
。
黒
龍

江
の
氷
の
上
を
橇
に
荷
物
を
積
ん
で
渡
り
、
ソ
連
領
に
入
っ
た
。

ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
駅
よ
り
汽
車
に
て
出
発
。
目
的
地
も



わ
か
ら
ず
十
日
間
が
か
り
で
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
地
区
の
チ
ェ
レ
ン

ホ
ー
ボ
市
の
収
容
所
に
到
着
し
た
。

そ
こ
で
時
計
と
靴
を
ソ
連
軍
に
取
ら
れ
た
。
ソ
連
の
ズ
ッ
ク

の
半
長
靴
に
か
え
ら
れ
た
。
ま
だ
未
完
成
の
所
を
我
々
で
完
成

さ
せ
収
容
し
た
。
そ
の
後
は
外
の
作
業
で
あ
る
。
私
は
材
木
を

荷
車
に
積
む
仕
事
で
あ
っ
た
。
寒
い
日
も
仕
事
、
零
下
三
〇
度

で
も
積
み
込
み
作
業
を
や
ら
さ
れ
た
。
食
事
は
一
食
に
黒
パ
ン

三
五
〇
グ
ラ
ム
と
飯
は
飯
盒
の
蓋
に
一
杯
。
ス
ー
プ
は
掛
盒
に

一
杯
で
あ
る
。
飯
は
日
本
の
甘
酒
ぐ
ら
い
の
物
で
あ
る
。
そ
れ

も
燕
麦
で
あ
っ
た
。
腹
が
減
り
体
が
耐
え
き
れ
ず
、
こ
れ
で
は

体
が
も
た
な
い
と
思
い
炭
坑
の
石
炭
掘
り
を
希
望
し
た
。
許
可

を
も
ら
い
坑
内
に
入
っ
た
。
炭
坑
作
業
に
対
し
て
は
黒
パ
ン
が

別
に
四
百
グ
ラ
ム
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
仕
事
を
す
る
と
飯
が
箸
で
食
べ
ら
れ
、
量
が
飯
盒
の
六

分
目
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
体
力
が
付
い
て
十
二
時
間

労
働
を
す
る
よ
う
に
し
た
。

私
た
ち
四
人
の
グ
ル
ー
プ
は
歩
哨
に
交
渉
し
て
、
自
分
の
休

暇
の
日
、
夜
鉄
条
網
を
開
け
て
も
ら
い
畑
に
馬
鈴
薯
の
残
り
物

を
掘
り
に
行
き
、

三
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
袋
に
詰
め
て
持
っ
て
帰
り
、

分
か
ら
な
い
よ
う
に
床
下
に
埋
め
る
。
掘
っ
た
と
き
は
飯
盒
で

ふ
か
し
、
一
番
に
歩
哨
に
あ
げ
る
。
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
て

体
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ダ
モ
イ
ま
で
炭
坑
で

十
二
時
間
労
働
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
九
日
に
日
本
へ
ダ
モ
イ
の
命
令
が
あ

り
、
身
の
回
り
を
支
度
し
て
検
査
を
受
け
て
ダ
モ
イ
を
待
つ
こ

と
に
し
た
。
い
よ
い
よ
汽
車
の
乗
車
指
示
が
あ
り
乗
車
し
、
出

発
し
た
。
約
十
日
間
か
か
っ
て
ナ
ホ
ト
カ
駅
に
到
着
し
、
そ
の

日
は
奉
仕
作
業
す
る
。
翌
日
よ
う
や
く
「
明
優
丸
」
に
乗
船
し

出
発
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
舞
鶴
港
に
上
陸
し
、
引
揚
者
の
宿

舎
に
入
所
し
た
。
そ
の
日
説
明
と
引
揚
げ
手
続
を
済
ま
せ
ま
し

た
。
翌
八
月
二
日
舞
鶴
の
宿
舎
を
出
発
し
、
蒲
生
郡
武
佐
村
大

字
友
定
二
六
〇
番
地
に
無
事
復
員
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
の
食
事
が
変
わ
っ
た
た
め
、
少
し
の
間
粥
程
度
の
食
事
で
養

生
い
た
し
ま
し
た
。
復
員
後
は
農
業
に
従
事
し
て
現
在
ま
だ
生

産
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
武
佐
村
も
昭
和
三
十
三
年
に
近
江
八

幡
市
へ
合
併
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
は
近
江
八
幡
市
友
定
町
で
あ
り
ま
す
。
近
江
八
幡
市
民



と
し
て
社
会
福
祉
の
た
め
に
民
生
委
員
、
児
童
委
員
を
五
期
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
武
佐
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
と
し
て
勤
め
て
お
り
、
最
近
高
齢
者
社
会
と
地
域
社
会
を

目
指
し
、
福
祉
活
動
に
と
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

追

想
　 

滋
賀
県
　
向
井
辰
雄
　 

近
江
八
幡
市
大
字
古
川
字
益
田
で
大
正
五
年
二
月
一
日
に
生

ま
れ
る
。
桐
原
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
。
青
年
学
校
に
学
び
、

徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
、
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
に
入
隊
。

家
業
は
農
業
。
召
集
時
の
家
族
は
父
、
母
、
妻
、
長
女
。

現
役
除
隊
後
、
一
回
目
の
召
集
は
福
知
山
二
十
連
隊
。
二
回

目
の
召
集
は
敦
賀
十
九
連
隊
、
こ
こ
で
独
立
歩
兵
大
隊
編
制
、

千
鳥
列
島
に
派
遣
さ
る
。

終
戦
後
一
週
間
ご
ろ
、
ソ
連
軍
上
陸
、
武
装
解
除
さ
る
。

八
月
十
六
日
ご
ろ
、
各
隊
集
合
命
令
に
よ
り
大
隊
長
よ
り
終

戦
の
旨
伝
達
さ
る
。

そ
の
時
の
命
令
に
よ
り
編
成
は
そ
の
ま
ま
、

各
人
の
行
動
は
軽
挙
妄
動
を
戒
む
よ
う
に
と
あ
る
が
自
爆
す
る

部
隊
、
逃
亡
す
る
者
な
ど
あ
り
。
混
乱
の
状
況
で
あ
っ
た
。

八
月
末
ご
ろ
、
ソ
連
貨
物
船
が
入
港
し
、
全
員
内
地
に
送
還

す
る
と
の
こ
と
で
部
隊
全
員
乗
船
、
内
地
の
方
向
に
向
か
っ
て

出
港
。
と
喜
び
も
束
の
間
、
夜
間
い
つ
の
間
に
か
北
に
向
か
っ

て
航
行
、
そ
の
ま
ま
シ
ベ
リ
ア
に
連
行
さ
れ
る
。
着
い
た
所
は

港
ら
し
く
も
な
く
荒
れ
放
題
の
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
貨
車

に
乗
せ
ら
れ
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
第
十
一
分
所
で
元
囚
人
の
い

た
荒
れ
放
題
の
ひ
ど
い
所
で
、
南
京
虫
や
シ
ラ
ミ
が
た
く
さ
ん

お
り
、
眠
れ
ず
大
変
だ
っ
た
。

収
容
人
員
は
千
人
ぐ
ら
い
で
、
給
与
も
悪
く
、
再
三
所
持
品

の
検
査
で
持
ち
物
は
ほ
と
ん
ど
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
着
て
い
る

物
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

作
業
は
ほ
と
ん
ど
鉄
道
建
設
で
、
昼
夜
の
別
な
く
交
代
で
さ

せ
ら
れ
、
厳
寒
時
で
も
焚
き
火
は
禁
じ
ら
れ
、
零
下
三
〇
度
以

内
な
ら
必
ず
作
業
に
出
さ
れ
た
。
土
が
凍
り
作
業
ノ
ル
マ
が
上

か
ら
ず
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
と
せ
き
た
て
ら
れ
、
栄
養
失
調
者
が
た
く

さ
ん
出
て
、
交
互
に
病
院
な
ど
へ
送
ら
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
、

収
容
所
の
入
れ
替
え
な
ど
が
あ
り
、
製
材
所
や
建
物
建
築
な
ど




